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・オホーツク圏唯一の３次救急医療施設である北見赤十字

病院のカバー面積は全国平均の約８倍と広く、管内で人

口の多い網走市の人口３割が北見市へ６０分以内に到達

できない状況。（図7,8）

一般国道３９号（北海道横断自動車道網走線） 端野高野道路に係る新規事業採択時評価

１．事業概要

３．整備効果

・起終点：北海道北見市端野町字川向

～北海道網走郡美幌町字高野

・延長等：14.3km

（第1種3級、2車線、設計速度80㎞/h）

・全体事業費：約480億円

・計画交通量：約13,400台／日

きたみ

乗用車類 小型貨物 普通貨物

約9,400台/日 約1,400台/日 約2,600台/日

かわむかい

あ ば し り た か の

効果１ 冬季災害に強い道路ネットワークの構築 [◎]

・地吹雪多発箇所を回避し、冬季においても安全で信頼性の高い道路ネットワークを確保。

③高次医療施設へのアクセス

図1 広域図

・また、冬季は旅行速度が著しく低下し、さらに所要時

間を要するため、網走市の人口７割が到達できなく、

救急搬送における速達性の確保が急務。（図8）

効果２ ミッシングリンクの解消による物流効率化や観光周遊性の向上[◎]

き た み

■女満別空港～北見市間の所要時間

冬季： 現況４２分 → 整備後３０分（１２分短縮）

め ま ん べ つ き た み

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

・現道の課題箇所を回避し、冬季災害に強い道路ネットワークを構築
・圏域中心都市と物流・観光拠点間のミッシングリンクを解消し、観光振興や地域産業の活性化に貢献
・高次医療施設への速達性向上により、地域の安心できる暮らしを確保
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■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

注）上段の値は本別JCT～網走を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の費用便益分析結果
※1： EIRR：経済的内部収益率 ※2：基準年（H30年）における現在価値を記載 （現在価値算出のための社会的割引率：4％）

B/C EIRR※1 総費用 総便益

1.2
（1.4）

4.9%
（5.8%）

909億円※2

（353億円※2）
1,045億円※2

（489億円※2）

■道路ネットワークの防災機能評価結果

改善
ペア数

脆弱度(防災機能ﾗﾝｸ) 累積脆弱度の
変化量

改善度
評価

整備前 整備後 通常時 災害時
23
（15）

0.11[B]
(0.08[B])

0.02[B]
(0.03[B])

▲2.71
(▲0.42)

0.09
(0.09)

0.16
(0.13)

○

注）上段の値は本別JCT～網走を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の防災機能評価結果 図10 整備後の防災機能ランク
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図7 ３次救急医療施設カバー面積の比較

資料：平成27年全国都道府
県市区町村別面積調(国土
地理院)、全国救命救急セ
ンター設置状況H28.8現在
(日本救急医学会)
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２．課題
①冬季災害に対する道路ネットワーク

図2 事業位置図

効果３ 高次医療施設へのアクセス向上[◎]

・速達性向上により、北見市第３次救急医療施設の６０分圏カバー人口が拡大し、救急医療を支援。
き た み

26.3千人（67％） → 38.7千人（99％）夏季：冬季：
現況 整備後

13.4千人（34％） → 38.2千人（98％）

■北見市高次医療施設６０分圏網走市カバー人口
き た み あばしり冬季走行環境の悪化や、通過交

通と生活交通の混在による大型

車事故率の高さ等、安全安心な

輸送ルートの確保に課題。（図5）

写真2 ホワイトアウトによる
事故渋滞状況（H27.2）

写真1 スタック車両の
救出状（H21.2）

■地吹雪多発箇所の回避 現況 ６箇所 → 整備後 ０箇所

■事故危険区間の回避

現況 ３箇所 → 整備後 ０箇所

図9 オホーツク圏の観光資源と周遊性

資料：北海道観光入込客数調査報告書（北海道経済部観光局）

図3 吹雪による通行止め状況
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H26年度：通行止め3回
38時間発生

災害対策基本法による
区間指定17時間

・当地域は全国の「食」を支える生産空間

であり、出荷ピークが冬季のため、

図5 主要輸送ルート別大型車事故率比較

資料：事故マッチングデータ（H19-28）
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②物流効率化や周遊観光促進に不可欠な
道路ネットワーク

図6 圏域別観光入込客総数伸率比較(H28年度/H19年度)

オホーツク圏近年開通した十勝圏
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・ミッシングリンクの解消により、女満別空港を利用する観光客の主要な目的地である北見市への

アクセスが向上するとともに、北見市を拠点としたオホーツク管内の観光周遊性が向上。（図9）

図8 北見市高次医療施設
60分カバー圏（冬季）

資料：国勢調査（H27）

※冬季カバー圏は、プローブ
データにより設定した冬期
低減率を、通常期速度に乗
じた冬季速度により算出。
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・事故危険区間を回避し、安全性や輸送効率の高い物流ネットワークを形成し、地域産業の

活性化に貢献。
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・オホーツク圏は吹雪等の発生頻度

が道内でも特に高い地域であり、現

道の国道３９号では冬季災害による

通行止めが多発。（図3,写真1,2）

・冬季は地吹雪等により走行環境が

悪化し、旅行速度が低下。（図4）

図4 冬季悪天候時の旅行速度低下

資料：民間プローブ調査結果
夏季：平成25～26年、
冬季：平成24～27年
（網走開発建設部）

20km/h以上
の速度低下

・オホーツク圏は、世界遺産知床や流氷
などの観光資源が多いが、高規格幹線
道路の開通地域で観光客が増加する中、
オホーツク圏は伸び悩んでおり、
女満別空港を利用する観光客の主要な
目的地である北見市やオホーツク管内
の観光地への周遊性向上が課題。 (図6)
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一般国道３９号（北海道横断自動車道網走線） 端野高野道路に係る新規事業採択時評価
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※地吹雪多発箇所は、雪況調査、維持
除雪業者や有識者ヒアリング結果を
踏まえた、吹雪による障害発生の危
険性が高い箇所

L=30m

L=30m

L=40m

L=30m

L=30m

L=30m

L=180m

L=50m

L=20m

（単位：ｍ）

土工部 橋梁部

【標準横断図】

凡 例

対象区間

高速道路

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

橋梁構造

主要渋滞箇所

事故危険区間

死亡事故発生箇所(H18～H27)

通行止め箇所(H18～H27)

交通量（Ｈ27センサス）

市街地（集落）

工業団地

主な施設

市町村境界線

車線数（2車線/4車線）

山地

地吹雪多発箇所（※）

交通量台/日

○○施設

北見市街地

北見駅

愛し野駅

端野駅

ＪＲ石北本線

端野一区

緋牛内駅

美幌駅

美幌市街地

端野市街地

端野高野道路

延長14.3km

たんの たかの
端野高野道路
たんの たかの

【縦断図】


